
　まちなかのにぎわいを創出し、商業
の活性化を図ることを目的に開催され
ている「古河ほこてんマルシェ」が7月
30日に行われました。今回は「よこま
ちの夏祭り」との合同開催。はなもも
プラザ(地域交流センター )駐車場を会
場に、市内の飲食店や名産品など26店
舗が出店しました。
　また、はなももプラザにある「古河
屋台」も屋外にお目見え。その前でス
テージ発表や大道芸などが行われまし
た。夜には屋台に明かりが灯

と も

り、浴
ゆ か た

衣
姿の親子連れなど約3,000人の人出で賑

に ぎ

わいました。

　悪疫の退散などを祈って行われる悪
あ く

戸
と

新
し ん

田
で ん

獅
し

子
し

舞
ま い

。今年も7月31日に市内各
所を巡りました。猛暑のなか、3人子ど
もたちが獅

し

子
し

頭
がしら

をかぶり、太
た い

鼓
こ

を打ち
鳴らしながら笛にあわせて軽やかに舞
い踊りました。
　 昭 和2(1927)年、 悪 戸 新 田 出 身 者 に
よって保存会が結成された悪戸新田獅
子舞。昭和43(1968)年に市の指定無形
民俗文化財となっている伝統行事が、
大人から子どもたちへ大切に守り伝え
ています。
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